
●映画・ビデオ鑑賞会の開催
◆2月の内容　2月22日(日)　13:00～14:30
　｢暑くなる地球～地球温暖化と科学技術～｣、「ユネスコ
世界自然遺産アジアⅠ」
◆3月の内容　3月22日(日)　13:00～15:00
　「走れメロス」 原作：太宰治、アニメーション
◆会場：県立生涯学習推進センター・ホール　開場12:30
　（新潟市中央区女池南　県立図書館併設）
◆定員：１８６名（無料、申込不要、先着順）

　　県立生涯学習推進センター　　☎025-284-6110

 新津地区を流れる能代川は、かつては九十九曲
川と呼ばれるほど蛇行して流れていました。
　昭和41年の羽越水害後、本格的に河川改修を
行い、新津地区は捷水路(川の屈曲を直線的に繋
ぐために開削した水路)として整備され、広大な
河川敷が生まれました。
 この河川敷の有効利用を図るため、秋葉区新金
沢町地内の一角に市民農園を設置し、地域の皆
さんに貸し出しを行っています。また利用者の皆
さんからは周辺堤防の草刈りをしていただいて
おり、この試みは「新たなライフワークができ
た！」といった喜びの声など、地域の方から好評を

得ています。
　新潟地域振興局新津地域整備部　計画調整課
☎0250-24-9674

　産学官連携とは、「大学や研究所で生み出された技術やノ
ウハウを、民間企業において産業化に結びつけること」をいい
ます。
　遊休農地対策ビールムギプロジェクトチームでは大学、農
協、ビール醸造会社や県、市などが持っている力を結集し、遊
休農地の利用の調整、ビール麦の栽培、ビールの生産・販売ま
でを、一貫した計画で進めています。

INFORMATION

　新潟市西蒲区（旧巻町）に広がる砂丘畑。スイカや大根などが盛んにつくられていますが、近年生産者の高齢
化などにより、耕作が行われない農地（遊休農地）が増加しています。
　せっかくの農地を“遊ばせずに、これ以上遊休農地を増やさない”、農業の担い手を育てていきたい・・･。
　こうした思いを結集した、産・学・官による「遊休農地対策ビールムギプロジェクトチーム」が平成18年8月に
スタート。県内で初めて砂丘畑でビール麦の栽培に取り組み、「産学官連携ビール」が誕生しました。
　今回は、苦労が実った産学官連携ビールにまつわる物語をご紹介します。

産学官連携は、産学官連携は、
得意分野の集合体得意分野の集合体
産学官連携は、
得意分野の集合体

　砂丘畑でのビール麦栽培は、いままで県内に例がなく、手
探りの状態から始まりました。

ビール麦の栽培はビール麦の栽培は
手探りの状態から始まった手探りの状態から始まった
ビール麦の栽培は

手探りの状態から始まった

　昨年度はビール、発泡酒を新潟市内の小売店などで販売し
ましたが、半年足らずでほとんど売り切れてしまいました！
　本年度は、前年の３倍の120アールに作付けし、よりおいし
いビールを醸造できるよう、ビール麦の品種にも工夫をこらし
ました。12月から店頭販売が始まっていますので、ぜひ多く
の皆様に味わっていただきたいと思います。

完成したビールの完成したビールの
売れ行きは絶好調！売れ行きは絶好調！
完成したビールの
売れ行きは絶好調！

河川敷の市民農園では、多くの方が作物作りに精を出しています。

新潟大学

越後中央農協

　プロジェクトチームの
　企画、ビール麦の
　品種選定

新潟大学生協、
（株）新潟TLO

新潟市、新潟県

新潟麦酒（株）

ビールの醸造、販売作付け地域との
調整、ビール麦栽培の
運営管理

農地のあっせん、
ビール用大麦の
栽培技術指導などビールの販売、卸

プロジェクトチーム起ち上げ

ビール麦の品種選定

種まき（スカイゴールデン）

刈り取り

種まき（ミカモゴールデン、小春二条）

「産学官連携ビール」完成、販売開始

刈り取り

新ビール名、新ラベル公募開始

新ビール名、新ラベル決定

「越の知恵しぼり」完成、販売開始

豚肉の旨みが大根にしみ込んで、美味。
ビールはもちろん、ごはんのおかずにも
いけます！
★材料（４人分）
　しろねポーク（豚バラ肉）・・３００ｇ　大根・・１本
　塩、こしょう・・各少々　　サラダ油・・大さじ２弱
　＜煮汁＞中華スープ・・８００ｃｃ　Ｘ．Ｏ醤・・８０ｇ
　　　　　酒、醤油、塩、こしょう・・各少々
★つくり方
　１．大根は輪切りにして皮をむき、面取りする。
　２．しろねポーク（豚バラ肉）を食べやすい大きさに
　　切り、塩・こしょうをふる。フライパンにサラダ油
　　を熱し、肉の表面に焼き色を付ける。
　３．鍋に１．の大根、２．の豚肉、煮汁を入れ、材料がや
　　わらかくなるまでじっくり煮込む。
　４．３．を器に盛り、煮汁をかけて出来上がり。
新潟市食と花の推進課「にいがたなるほど四季彩レシピ」より

　新潟地域振興局巻農業振興部　☎0256-72-0942

　草ボウボウの砂丘畑を復活させようという話が挙
がったとき、研究している大麦で、ヨーロッパのような黄
金色の畑が広がると素敵だなと思いました。
　実は、この「越の知恵しぼり」を二本飲むと1㎡の雑草
の畑が復活するんですよ。飲めば飲むほど地元に貢献
できるビールです（笑）。また、麦畑を実際に来て、見る
ことが出来ますから安全、安心です。
　みなさんの理解・支援を得た「新潟のビール」になっ
てもらいたいと思っています。

河川敷の管理を地域住民と河川敷の管理を地域住民と
協働で行って協働で行っています！ます！
河川敷の管理を地域住民と
協働で行っています！

ジャン

しょうすい ろ

その名も「越の知恵しぼり」
プロジェクトチーム長
新潟大学　福山さん

新潟地域版
新潟市・五泉市・阿賀町のみなさんへ 

【配布市町村】 新潟市、五泉市、阿賀町
【地域版の問い合わせ先】 新潟地域振興局企画振興部地域振興課　〒951-8575 新潟市中央区川岸町3-18-1　☎ 025(231)8112　FAX025(266)5250 
【E-mail】 ngt112110@pref.niigata.lg.jp　【URL】 http://www.pref.niigata.lg.jp/niigata/

新潟地域振興局の夜間休日緊急ダイヤル
※事故・災害などの緊急時にご連絡ください。

新 潟 地 域 振 興 局 
新潟地域振興局新津庁舎

新潟地域振興局津川庁舎
新潟地域振興局巻庁舎

025 (231) 8383 
0250 (24) 7112
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0256 (72) 0910
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